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　東北大学病院では、これまで行ってきたクオリティの高い入院手術を、日帰り外来手術（デイサージャリー）で実現すべく、
2019年3月25日にデイサージャリーセンターを開所いたしました。低侵襲の術式や最小限の麻酔により手術を行い、患者
さんにはその日のうちにお帰り頂くため術後の社会復帰が早まります。患者さんは手術の日も日常生活の延長線上で身軽に
来院できることになります。本センターの手術設備は、当院の入院手術設備と変わらない高いレベルであり、経験豊富な医
師が万全を尽くして執刀いたします。多様化する患者さんのニーズに応え、安全に、そして安心して納得のいく治療を受け
て頂けるよう、デイサージャリーセンターとしての役割を果たしたいと考えております。
　日帰り手術をお考えの患者さんは、東北大学病院外来受診時に、担当科の医師にぜひご相談ください（現在の対象疾患：
白内障、翼状片など）。東北大学病院の外来５階デイサージャリーセンターにおいて、経験豊富な医師と看護師が皆さまを
お待ちしています。

センター長
國方 彦志

連絡先　022-717-7757（眼科外来）
ホームページ　https://www.hosp.tohoku.ac.jp/departments/d3332

デイサージャリー
センター

デイサージャリ̶センター 2019年3月25日の開所式

歯科衛生士による口腔衛生管理精度の高い嚥下造影検査

センター長
香取 幸夫

連絡先　022-717-7755（耳鼻咽喉・頭頚部外科外来）
ホームページ　https://www.hosp.tohoku.ac.jp/departments/d3333　

　当センターは、嚥下（えんげ）障害により口から食べることが難しい患者さん、誤嚥による肺炎を繰り返す患者さん、およびその危険性のある患
者さんの検査と治療を行っています。「安全に食べるための口の機能」と「安全に飲み込むためののどの機能」の改善を目的に、耳鼻咽喉・頭頸部外科、
歯科、リハビリテーション科・部、看護部、栄養管理室、歯科衛生室等の多くのスタッフが協力しています。 本年度、主に歯科外来に通院する患
者さんや歯科開業医の先生方からの紹介患者さんを担当することを目的に、当センター内に嚥下治療センター・歯科を立ち上げました。当センター
の特長である医科歯科連携を活かした体制から、より多くの食べることに困っている患者さんを診察することができるように努めています。
　検査は、口の機能や嚥下の状態をみる嚥下内視鏡検査、嚥下造影検査を、患者さんの病状にあわせて行います。その診断に応じて、口腔衛生管理、
舌接触補助床の作製や義歯調整等の口腔の治療や、言語聴覚士による摂食嚥下のリハビリテーションなどを行います。難治の患者さんに対しては、
耳鼻咽喉・頭頸部外科にて嚥下機能改善手術や誤嚥防止手術を行っています。
　地域の病院、診療所、施設の先生方との連携を深めて、患者さんの治療に貢献してまいりたく存じます。患者さんのご紹介ならびに治療後の連
携の機会をいただきたく、どうぞよろしくお願い申し上げます。

嚥下治療センター

　2020年10月に、睡眠医療センターが新たに設置されました。睡眠障害には、睡眠時無呼吸症候群などの睡眠関連呼吸
障害、ナルコレプシーなどの過眠症、概日リズム睡眠障害、レム睡眠行動障害などの睡眠時随伴症、レストレッグ症候群な
どの睡眠関連運動障害など、不眠症以外にも様々なものがあります。睡眠障害は、生活習慣病、心不全、そして緑内障な
どを悪化させたりしますし、小児の成長や学習に、成人の精神神経症状に、高齢者の認知行動などに影響を及ぼしたりしま
すことから、睡眠医療を必要とする患者さんは、小児から成人まで幅広い世代となり、様々な疾患を有している方となりま
すことから、総合的見地から診療する必要があります。
　睡眠医療センターは、東北大学病院の強みをいかして、内科・外科・歯科の関連診療領域での検査・診断・治療を集約化して、
包括的に睡眠障害に対する医療を提供します。睡眠障害管理上困難な患者さんがおりましたら、是非当睡眠医療センター
をご利用ください。

センター長
小川 浩正

PSG解析室PSG解析画面

睡眠医療センター
連絡先　022-717-7875（呼吸器内科外来）
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